
各機関の流域治水対策の取組状況について
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令和５年２月１日

香川河川国道事務所

第５回 土器川流域治水協議会



令和４年度の取組状況一覧表
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構成員 令和４年度の取組内容 参照ページ

国土交通省 香川河川国道事務所

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、洗堀対策
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・水害リスクラインを活用した情報提供
・水害リスク情報の充実
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施

２

丸亀市
・下水道事業の推進
・農地・ため池の保全・活用

２１

坂出市
・下水道事業の推進
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成

２４

善通寺市 ・避難に関する取組の推進 ２７

宇多津町 ・雨水貯留施設整備 ２９

琴平町 ・避難に関する取組の推進 ３１

多度津町 ・雨水排水施設整備 ３３

まんのう町 ・農地・ため池の保全・活用 ３５

香川県
・治山施設の整備
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用

３７

林野庁 香川森林管理事務所 ・森林の整備・保全 ４１

森林整備センター ・森林の整備・保全 ４４

高松地方気象台 ・防災気象情報の提供 資料ー２



土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

国土交通省
香川河川
国道事務所

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、洗堀対策
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・水害リスクラインを活用した情報提供

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【香川河川国道事務所】土器川 河川改修事業

丸亀市

まんのう町

宇多津町

綾川町

10k

多度津町

≪位置図≫

愛媛県 高知県
徳島県

香川県

太平洋

瀬戸内海

土器川

①土器・飯野箇所 引堤事業

【河川概要】
流域面積 127km2
管理延長 18.85km
流域人口 約3.8万人
想定氾濫区域内人口 約9万人
市町村 3市4町
基本方針策定 H19.8
整備計画策定 H24.9

②長尾箇所 洗掘対策事業
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土器川では、①土器・飯野箇所の「引堤事業」と、②長尾箇所の「洗掘対策事業」を実施。
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【①土器・飯野箇所】引堤事業の概要
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【①土器・飯野箇所】引堤事業の実施状況（1/2）
施工状況（１工区）
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【①土器・飯野箇所】引堤事業の実施状況（2/2）
施工状況（１工区）

：掘削範囲

施工状況（３工区）

：掘削範囲
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【①土器・飯野箇所】引堤事業の現状（R4.12施工状況）

高水護岸（平ブロック張）

河道掘削

連節ブロック設置

【蓬莱橋】7月1日
香川県の４車線化事業と合わせ
取合道路を地元説明

泥上掘削機
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土器川大橋

JR橋梁

蓬莱橋



【②長尾箇所】洗掘対策事業の概要（令和４年度実施箇所）

E –E’ 断面

令和４年度補正実施箇所令和３年度補正実施箇所 8

低水護岸・根固め工整備

野津床止
令和4年12月撮影



令和４年度補正予算における工事予定

丸亀市

まんのう町

宇多津町

綾川町

10k

多度津町

③R4-5年度 土器川長尾地区護岸外工事

【主な実施内容】

・洗掘対策

④R4-5年度 土器川河床整正外工事

【主な実施内容】

・幼木踏み倒し

・樹木伐採

・河床整正

⑤R4-5年度 土器川長尾地区施設整備外工事

【主な実施内容】

・情報管路敷設

・光ケーブル敷設

⑥R4-5年度 土器川河床整正外工事

【主な実施内容】

・祓川水位観測所 二重化
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今後は、③洗堀対策、④樹木管理・河床整正、
⑤⑥施設・設備整備の工事を実施する予定。



【③R4-5年度 土器川長尾地区護岸外工事】の概要

実施済み

C – C’断面 掘削

D – D’ 断面
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A – A’断面

整地

B – B’断面

袋詰め玉石 根固めブロック

10

河床整正 河床整正 根固め工整備

河道掘削



幼木踏み倒し
505,550m2

【④R4-5年度 土器川河床整正外工事】の概要
下流

土
器
川
大
橋

土
器
川
橋

蓬
莱
橋

丸
亀
橋

丸
亀
大
橋

平
成
大
橋 高

松
自
動
車
道
・
土
器
川
橋

高
柳
橋

中
方
橋

中
方
橋

垂
水
橋

乙
井
橋

祓
川
橋

祓
川
大
橋

満
濃
大
橋

上流

長
炭
橋

常
包
橋

樹木伐採
53,200m2

掘削
7,000m2

【主な実施内容】
・幼木踏み倒し
・樹木伐採
・河床整正
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【⑤R4-5年度 土器川長尾地区施設整備外工事】の概要
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【主な実施内容】

・情報管路敷設

・光ケーブル敷設
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【⑥R4-5年度 土器川河床整正外工事】の概要
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【主な実施内容】

・祓川水位観測所 二重化

13



【香川河川国道事務所】堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施

河川管理者としての堤防決壊に対する危機意識の保持と技術水準の維持、向上を目的として令和４年５月
２７日に洪水による堤防決壊シミュレーションを実施。

堤防が決壊した場合、「決壊箇所をどう締め切るか。」具体的にシミュレーションを行うことで、得られた課題
や知見を、体制や備蓄資材等に反映し、緊急対策時の技術力の向上を図る。

14土器川右岸3k200地点の決壊時の堤防復旧検討成果

実際の河川の状況

堤防決壊シミュレーション実施状況



【香川河川国道事務所】水害リスクラインを活用した情報提供

観測所地点の水位から上下流連続的な水位をリアルタイムで計算し、堤防の高さとの比較により地先毎の
洪水危険度を把握・表示する国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）により、災害の切迫感を
わかりやすく伝える取組を推進。
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■令和２年７月豪雨における表示（江の川水系江の川の例）

【参考】近隣の水位観測所
実際の河川の状況

令和４年１２月２２日 10時時点

■土器川も情報を提供

https://frl.river.go.jp/
水害リスクラインのウェブサイトへアクセス
し、土器川水系を選択！



【香川河川国道事務所】水害リスク情報の充実

水害リスク情報の充実に向け、土器川からの氾濫を想定した「多段階の浸水想定図及び水害リスクマップ
」を令和４年10月26日に公表。
土器川の河川整備を現況と短期河道の２段階の状況で検討し、年超過確率1/10、1/30、1/50、1/100の４
ケースに加え、想定最大規模降雨の浸水域を重ねることで地先の水害リスクを明示。

16香川河川国道事務所HP http://www.skr.mlit.go.jp/kagawa/river/index.html



【各構成員共通】国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催

洪水時における河川管理者と水防関係機関・防災関係機関相互の迅速・確実な連絡方法の確保や災害の
予防と軽減を図るため、令和４年５月２３日に「土器川水防連絡協議会」を開催。
令和４年度水防計画書や重要水防箇所の変更について関係機関と情報を共有。
令和４年５月３１日には、洪水に対する危険性を共有するため、土器川の重要水防箇所を地元自治体防災
担当者等と合同巡視を実施。

17土器川水防連絡協議会の開催状況 重要水防箇所の巡視状況



【各構成員共通】国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施

「令和４年度 土器川総合水防演習」中止に伴う代替え訓練として、「令和４年度 水防技術講習会」及び「令和
４年度 情報伝達訓練」を実施。

四国地方防災エキスパートを講師として招き、流域の消防団を対象に水防技術の維持・向上を目的とした水防
工法の実技講習を実施。
また、台風接近を予想した国・気象台・自治体によるWEB会議ツールを用いた情報伝達訓練を実施。

18

○ 開催スケジュール
＜水防技術講習会＞
令和４年６月１９日（日）9：00～12：00
＜情報伝達訓練（WEB）＞
令和４年６月１９日（日）10：30～11：30

○ 場所
丸亀市垂水町地先 土器川生物公園河川敷

開会式

ロープワーク 実技講習（改良積土のう工）

○ 出席者
＜水防技術講習会 約100名参加＞
・丸亀市 13名、坂出市 9名、宇多津町 8名、琴平町 22名、まんのう町 33名、
四国地方防災エキスパート 12名、香川河川国道事務所 9名

＜情報伝達訓練 参加機関＞
・丸亀市、坂出市、宇多津町、琴平町、多度津町、まんのう町、高松地方気象台、
四国地方整備局、香川河川国道事務所、香川県立飯山高等学校

情報伝達訓練

6/19（日）18：45～
NHKで放送されました



【各構成員共通】「中讃地域 防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進

中讃地域を主体に、「人材育成プロジェクト」と「地域連携プロジェクト」の活動を実施することにより、地域の情
報共有、地域活動の共同参画、災害時の協力体制などの新たな仕組みを醸成させる取組として、令和３年１２
月のキックオフシンポジウムより具体的に活動を開始。
さらなる地域のつながりを目指して、交流の場づくりを企画。
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中讃地域 防災・減災・縮災
ネットワーク・プロジェクト（R2～）

広域的な“中讃地域”を対象とした取組を推進

対象河川：【土器川、金倉川、大束川】

【目的】
中讃地域における多種多様な組織・団体が連携するこ
とにより、地域住民が迅速かつ的確な命を守る避難行
動を実行できる“避難支援体制づくり”や、地域が迅速
かつ柔軟な復旧・復興を成し遂げられる“災害に強い地
域づくり”を目指して、「人材育成と地域連携の仕組み
づくり」を継続的に推進

交流の場：「リレー防災みらいサロン」を企画中

キャッチコピー
“防災をきっかけに、地域の課題や活動を知ろう・話そう”

【目的（案）】
① 交流の場・機会を増やす
② 地域の多種多様な組織・団体が知り合いになる
③ 「防災」をキーワードに、地域で「つながりの輪」を作る
④ 地域の情報を共有する
⑤ 地域防災リーダーを育成する
⑥ 様々な地域活動に共同で参画しやすくする
⑦ 災害時に地域で協力しやすい体制を作る

枠組み（組織、場）の構築イメージ



住民等丸亀市

○水防団等への待機・準備を指示

○自主避難者受け入れ

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、高齢者等避難の発令を検討

○必要に応じ、助言の要請
（気象台、中讃土木等）

○連絡要員の配置

○必要に応じ首長若しくは代理者の登庁
○必要に応じ、水防団等への出動を指示

○巡視・水防活動状況報告

○要配慮者施設、大規模事業者に洪水
予報伝達

○必要に応じ、助言の要請（気象台、中
讃土木等）

○要配慮者施設、大規模事業者に洪水
予報伝達

○必要に応じ、助言の要請（気象台、中
讃土木）

○災害対策用機械（排水ポンプ車・照明
車等）の派遣要請

○テレビ、ラジオ、インター
ネット等による気象警報等
の確認

○防災無線、携帯メール等に
よる高齢者等避難開始の
受信

○テレビ、インターネット、携
帯メール等による大雨や
河川の状況を確認

○水防団等への注意喚起
○気象情報収集
○日没時間等、明度資料の掌握
○潮位情報収集

○自衛隊の派遣要請（市長→県知事）

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避
難所・避難ルートの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○大雨特別警報発表の住民への周知

○避難所開設の準備

○適時、河川水位、雨量、降水短時間予
報を確認

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難指示の発令を検討

○樋門操作員への待機出動指示

○水防団、樋門操作員への退避指示

○TEC-FORCEの派遣要請

○消防の応援に関する要請（市長→
消防署）

○避難者への支援

○水防備蓄資材等の確保

○管理施設（排水ポンプ等）の点検・
操作確認

宇多津町

○避難所準備班
（所管施設の点検）

○総務班（台風進路予報の確認、防災行
政無線・情報コモンズ操作手順等の確
認、県・気象台説明会への出席、避難
所準備物の用意・点検、水防本部会議
の準備）

○災害対策班（資機材の点検、所管施設・
区域の点検、土のう・雨合羽・長靴・ライ
フジャケットの準備、車両の手配）

○災害対策班（水防活動の実施）

○総務班（水防本部設置の連絡）

○避難所準備班（避難所の開設と運営、避
難所職員のローテーション）

○総務班（避難所開設の周知）

○避難所準備班（避難所開設の準備）

○水防本部会議（避難指示の発令を検討、
指定避難所・福祉避難所の開設を検討）

○水防本部会議
（高齢者等避難の発令を検討）

○総務班（避難指示発令の周知、避難所
準備班への応援）

○災害対策班（要支援者の避難支援）

○総務班（災害派遣要請・自衛隊派遣要請
の準備、災害対策本部設置の連絡、被
害認定・罹災証明書の発行、水害統計
の提出）

○災害対策班（所管施設の被災の有無の
確認）

○災害対策本部会議

○避難所準備班（所管施設の被災の有無
の確認）

○大雨特別警報発表の住民への周知

○水防本部会議（緊急安全確保の発令
を検討）

高齢者等避難を発令 高齢者等避難を発令 要配慮者避難開始

まんのう町

○水防団等への注意喚起

○水防備蓄資材等の確保

○管理施設（排水ポンプ等）の点検・操作
確認

○水防団への指示

○適時、河川水位、雨量、降水短時間予報
を確認

○樋門操作員への待機出動指示

○必要に応じ、助言の要請

○自主避難者受け入れ

○管理職の配置

○首長若しくは代理者の登庁

○巡視・水防活動状況報告

○要配慮者施設、大規模事業者に洪水予
報伝達

○適時、河川水位、雨量、降水短時間予報
を確認

○指定緊急避難場所及び指定避難所開設
の準備

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、高齢者等避難の発令を検討

緊急安全確保を発令

○災害対策用機械（排水ポンプ車・照明車
等）の派遣要請

○避難者への支援

○大雨特別警報発表の住民への周知

○樋門操作員への退避指示

○自衛隊の派遣要請（町長→県知事）

○TEC-FORCEの派遣要請

○消防の応援に関する要請（町長→消防
署）

○避難者への支援

高齢者等避難を発令

坂出市

○水防体制中は、
適時、河川水位、
雨量、降水短時
間予報を確認

○消防団への待機・準備を指示

○水門等操作員への待機出動指示

第二次
配備体制

高齢者等避難を発令

緊急安全確保を発令

○避難所準備班（指定避難所・福祉避難
所の開設）

第一次配備体制
【災害警戒本部】

第二次配備体制
【水防本部】

第一次
配備体制

第二次
配備体制

○課長会（台風規模・進路・上陸可能性の
有無等を確認、警報発表予定の日時を
確認、水防本部設置日時の確認）

○水防本部会議（水防活動実施方針の決
定、高齢者等避難開始の発令・避難所
開設の要否を決定、発令・開設時間・開
設避難所の決定）

第一次
配備体制

準備体制

第一次配備体制

※警報発表前に
時間雨量20mm、
連続100mmに
達する見込み

緊急安全確保を発令 緊急安全確保を発令

避難開始

避難完了

第二次配備体制

第三次配備体制
避難指示
を発令

第三次
配備体制

避難指示
を発令

第三次
配備体制

避難指示
を発令

第三次
配備体制

避難対象地区へ
避難指示

○防災無線、携帯メール等に
よる高齢者等避難開始の
受信

○防災無線、携帯メール等に
よる緊急安全確保・避難指
示の受信

○避難の準備（要配慮者以
外）

○：防災行動

○避難指示の発令を検討

○避難所開設の準備

○気象情報の収集

〇連絡体制の確認

〇職員への周知

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、高齢者等避難開始の発令判断
（要配慮者への配慮）

○避難所開設の準備

○高齢者等避難の発令を検討
〈水防本部会議)

○避難所の開設

○一般、要配慮者利用施設、地下街、大規
模工場等に水位到達情報を周知・伝達

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、避難指示の発令判断（要配慮者へ
の配慮）

○避難指示の発令を検討〈水防本部会議)

○一般、要配慮者利用施設、地下街、大規
模工場等に水位到達情報を周知・伝達

○災害対策用機械（排水ポンプ車・照明車
等）の派遣要請

○避難者への支援

○消防団員、水門等操作員への退避指示

○大雨特別警報の住民への周知

○一般、要配慮者利用施設、地下街、大規
模工場等に水位の状況等を周知・伝達

○消防の応援を要請（市長→消防署）

○自衛隊の派遣要請（市長→県知事）

○TEC-FORCEの派遣要請

○避難者への支援

○水防本部準備
○水防体制中は、適時、河川水位、雨量、
降水短時間予報を確認
○必要に応じ、重要水防区域の監視・警戒

○要配慮者施設、大規模事業者に洪水
予報伝達

○必要に応じ、助言の要請（気象台、中
讃土木）

赤字：修正箇所

-48h

-24h

↓時間

-72h

0h

-1h
程度

●洪水キキクル、浸水キキクル、土砂キキクルは、大雨特別警報・土砂災害警戒情報・大雨警報・注意報
および洪水警報・注意報が発表された場合に、避難が必要な地域の絞り込みに利用して下さい。

-6h
程度

-2h
程度

-4h
程度

-12h

-10h
-8h

※ （ ） は、市町単位で発表する気象情報で
あり、参考としてご利用ください。

香川河川国道事務所

○ホットライン

○管理施設（水門・排水機場等）の点検・
操作確認

○リエゾンの派遣

○災害対策用機械の派遣

○災害対策用資機材・復旧資機材等の
確保

○リエゾン体制の確認

○関係機関への連絡体制の確認

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場の操作要請

○防災エキスパート等の要請

○危険情報を随時情報提供

○ホットライン

○TEC-FORCE（排水ポンプ車等含む）の
派遣

○緊急復旧

○官庁施設・通信施設等の点検

○排水ポンプ車・照明車の運用管理

○被害状況・調査結果等の公表

○危険情報を随時情報提供

○氾濫危険水位を超え、さらに上昇が見込
まれ、樋門操作が安全に行えないと判
断される場合は樋門操作員へ退避要請

○堤防調査委員会の設置

○危険箇所を随時情報提供

○ホットライン

○被害状況の把握

中讃土木事務所

○ホットライン

○危険情報を随時情報提供

○被害への応急対応

○待機中は、適時、河川水位、雨量、降水
短時間予報を確認

○ホットライン

○被害状況の把握

○危険情報を随時情報提供

○助言の対応

○緊急復旧

○被害状況・調査結果等の公表（水防本
部）

○ホットライン

○危険情報を随時情報提供

○ホットラインの伝達者､受達者の確認

○管理施設（水門・樋門等）の点検・操作確認

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○関係機関への連絡体制の確認

○官庁施設・通信施設等の点検

◇台風説明会

◇台風に関する
香川県気象情報（随時）

（◇洪水警報発表）

○ホットライン（高松地方気象台）

◇大雨注意報発表

◇台風情報

○ホットライン（高松地方気象台）

防災気象情報

注）防災気象情報に関する発
表タイミングについては、地
域・事象によって異なります。

（◇大雨特別警報発表（浸水害））

← 土器川、金倉川、大束川の水位情報に基づく
警戒レベル相当情報

◇暴風警報※１

○エリアメールの送信

水防警報（待機・準備）

洪水予報（氾濫発生情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

水防警報（待機・準備）

水防警報（情報）

水位到達情報
（避難判断水位到達）

第１警戒待機

第２警戒待機
水防本部設置
（県庁）

洪水予報
（氾濫注意情報）

洪水予報
（氾濫危険情報）

水防警報
（情報）

水防警報
（情報）

水位到達情報
（氾濫危険水位
到達）

水防警報
（出動）

水防警報（出動）

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
５

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
１

警
戒
レ
ベ
ル

○被害への応急対応
○助言の対応
○危険箇所を随時情報提供
○河川監視カメラによる監視強化
○必要に応じて出水時点検（巡視）
○必要に応じて水門､樋門等の操作状況
確認

○土器川（祓川橋水位観測所）の水位
2.3mを目安として県道丸亀琴平観音寺
自転車道線を通行止め措置

○金倉川（五条橋水位観測所）の水位
1.2mを目安として五条橋桁下の横断
通路を通行止め措置

◇洪水注意報発表（◇洪水キキクル）

※1 立ち退き避難中に暴風が吹き
始めることが無いよう、暴風警報
も考慮して避難情報の発令を検
討して下さい

（◇大雨警報（浸水害））

（◇洪水キキクル）

（◇浸水キキクル）

（◇洪水キキクル）

氾濫発生

氾濫危険水位到達

金倉川 高薮橋水位観測所（水位2.1m）
大束川 津之郷橋水位観測所（水位3.45m）

上車橋水位観測所（水位2.4m）

水防団待機水位到達

土器川 祓川橋水位観測所（水位2.7m）
金倉川 高薮橋水位観測所（水位0.65m）
大束川 津之郷橋水位観測所（水位1.4m）

上車橋水位観測所（水位1.0m）

堤防決壊による氾濫

氾濫注意水位到達

金倉川 高薮橋水位観測所（水位1.4m）
大束川 津之郷橋水位観測所（水位2.6m）

上車橋水位観測所（水位2.1m）

避難判断水位到達

金倉川 高薮橋水位観測所（水位1.95m）
大束川 津之郷橋水位観測所（水位3.1m）

上車橋水位観測所（水位2.1m）

ネック箇所が掘込の場合は-0.5ｈ、築堤の場合は-1.0hとする。

土器川 祓川橋水位観測所

（上流水位4.3m ）（下流水位4.6m）

土器川 祓川橋水位観測所（水位3.7m）

土器川 祓川橋水位観測所

（上流水位4.0m ）（下流水位4.3m）

注）土器川の水位指標

・丸亀市、善通寺市、琴平町、多度津町、まんのう町は
「土器川（上流水位）」を参照

・丸亀市、坂出市、宇多津町、多度津町、まんのう町は
「土器川（下流水位）」を参照

※台風最接近

（◇洪水キキクル）

注）洪水キキクルは市町のどこかの
中小河川を含めた河川等の判定
で、また、３時間先までの降雨予
測を用いた判定です。

２
相
当

３
相
当

５
相
当

４
相
当

警
戒
レ
ベ
ル

相
当
情
報

◇早期注意情報（中・高）

土器川・金倉川・大束川 多機関連携型タイムライン（洪水）

【各構成員共通】「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施

令和４年度に関係機関（24組織）が集まり、ワーキングを開催。
合計３回のワーキングにより「土器川・金倉川・大束川を対象とした多機関連携型タイムライン（洪水）」を作成。
令和５年度より、実際に運用を開始し、実践により判明した課題等をワーキングで共有し、継続した見直しを図
る。
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 タイムライン（防災行動計画）とは、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し
共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画。

多機関連携イメージ

回 開催日 主な検討内容

第１回WG R4.9.29
①ワーキング運営要領の承認
②多機関連携型タイムライン【素案】の説明
③防災行動の判断基準となる目安

第２回WG R4.10.26
①多機関連携型タイムライン【改訂素案】の説明
②連携に関する具体的な調整事項

第３回WG R4.12.22
①多機関連携型タイムライン【改定案】の説明
②今後の運用等に向けた予定

被災シナリオにおける防災気象情報
時系列に応じた各機関の防災行動



土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

丸亀市

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・下水道事業の推進【下水】
・農地・ため池の保全・活用

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【丸亀市】下水道事業の推進

土器排水区における浸水被害の軽減に向けた対策検討が完了した。今後は対策を実施するため、引き続
き下水道事業を推進していく予定。

●●整備：完了

●●整備：予定

事業・対策位置図（実施箇所、予定箇所）

事業、対策の概要
・下水道事業（浸水対策）
・排水施設整備等
・浸水被害の軽減

浸水対策

排水施設整備等

℗ポンプ場

産砂排水ポンプ場
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【丸亀市】農地・ため池の保全・活用

今後も引き続き田んぼダムの取組を香川県と連携し推進するほか、ため池の低水位管理や水位計・監視
からの設置についてもため池管理者と協議を進め令和５年度から順次取り組んでいく。

ため池
低水位管理
（協議中）

事業・対策位置図（予定箇所）

ため池低水位管理予定

・田んぼダム
香川県と連携し、ほ場整備が完了した地域を中心に専用せ
き板を設置し排水量を抑制する

・ため池低水位管理
浸水被害地域の上流に位置するため池の水位を計画的に
低水位で管理し、大雨時の貯留池として活用

・ため池水位計・監視カメラ設置
水位計・監視カメラを設置し、ため池の保全・監視体制の強
化を図る

ため池水位計・監視カメラ田んぼダム

23



土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

坂出市

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・下水道事業の推進【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【坂出市】下水道事業の推進

事業認可区域656haのうち令和３年度整備済面積は345.54haとなっており、事業認可区域内の整備を進め
ているところである。

【事業の目的】

下水道の整備を図り、もって都市の

健全な発達及び公衆衛生の向上に寄

与し、あわせて公共用水域の水質の

保全に資することを目的とする。

25



【坂出市】各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成

雨水貯留施設設置・改造補助金を交付している。
令和４年１２月現在で、４件雨水貯留施設設置の申請がある。

【事業の目的】

雨水の有効利用および浄化槽の再利用を推進し、水

資源および環境の保全を図り，もって本市が目指す節

水型まちづくりに資することを目的として、雨水貯留施

設を新設する者および公共下水道等を使用し、または

新しく浄化槽を設置することにより不要になった浄化槽

を雨水貯留施設に改造する者に対し、その費用の一部

を補助する。
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土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

善通寺市

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・避難に関する取組の推進

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【善通寺市】避難に関する取組の推進

 ハザードマップの見直し
・総合ハザードマップから洪水、土砂災害、ため池の個々のハザードマップへの見直し
・弘田川洪水浸水想定区域の反映
・マイタイムラインカードの配布
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土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

宇多津町

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・雨水貯留施設整備

令和4年12月時点

29

※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【宇多津町】雨水浸水対策（網の浦地区）

１．はじめに
• 宇多津町雨水計画においては、近年の、公共下水道計画の想定を上回る降雨の頻発化により都市域の
浸水被害が増大しており、早急な雨水浸水対策が必要となっております。

• 浸水解消の方法としては、現況雨水施設の排水能力を上回るピーク時の雨水を、貯留槽に貯めることに
よりカットするものとします。

30

２．網の浦地区における既往の浸水被害
• 平成28年９月８日午前２時50分から午前３時
40分にかけて短時間集中降雨が発生し、床下
・床上浸水を合わせて、43戸の家屋に浸水被
害が生じた。

３．浸水対策
• 網の浦万葉公園に、有効貯留量 400㎥の雨
水貯留槽１基を設置します。

雨水貯留槽および接続配管計画図
雨水貯留槽の内部状況写真



土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

琴平町

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・避難に関する取組の推進

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【琴平町】ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組

令和２年度に「琴平町総合ハザードマップ」を作成後、町内全戸に配布し、婦人会、各学校等で出前講座を
実施した際には、ハザードマップの活用方法等を説明した。今後もハザードマップの活用、周知等を通じて
理解広めることを推進する予定。
ゴマ谷池の耐震診断を令和５年度に実施予定。

ハザードマップの周知および住民の水害リスク
に対する理解促進の取組

防災出前講座において琴平町で作成している「琴平
町総合ハザードマップ」の活用方法を周知し、住民へ
水害リスクの周知等を実施した。

【令和４年度防災出前講座実施団体】
・琴平町婦人会（２５人）
・琴平町立榎井小学校（１３人）
・琴平町立象郷小学校（１８人）
・琴平老人の家（１０人）
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土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

多度津町

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・雨水排水施設整備【下水】

金

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【多度津町】雨水排水施設整備

令和３年度整備箇所から堀江第１ポンプ場までの堀江第３雨水幹線の整備を完了し、今後はその上流部
分である堀江第６雨水幹線の整備を予定。

事業の概要
・目 的 ： 下流地域の浸水被害軽減
・対策諸元： 雨水管渠 □2,300×1,100（Ｌ＝140m）、□1,600×700（Ｌ＝204m）

対象区域 13.34ha
・目 標 ： 対象区域の雨水幹線を早期に整備し、排水能力を向上させる。

対象区域

多度津町下水道計画図 34



土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

まんのう町

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・農地・ため池の保全・活用

令和4年12月時点
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※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）



【まんのう町】農地・ため池の保全・活用

土器川流域の治水対策を促進するため、香川県とまんのう町が連携し、流域治水を推進。
土器川上流域の２箇所の圃場整備(26.4 ha)を推進し、畦畔の強化などにより水田への湛水能力を向上。
また、１０箇所の圃場整備では、香川県がせき板を配布し、26.3 haの水田への湛水能力をさらに向上させ、
下流域の湛水被害のリスク軽減に貢献。
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土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

香川県

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・治山施設の整備
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用

※赤字、青字の対策を実施
（青字は、各構成員共通）

令和4年12月時点
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【香川県河川砂防課】砂防施設の整備等

砂防堰堤整備事業箇所位置図○樫林川通常砂防事業

樫林川通常砂防事業を実施。
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【香川県農政水産部】農地・ため池の保全・活用

38

「農地保全対策」については、引き続き各種制度を活用し荒廃農地の発生を防止し水田貯留機能を保全。
さらに水田貯留機能を強化するため、昨年度から田んぼダムの取組みを啓発。今後、本格的に設置予定。

「ため池管理の周知･啓発」については、 今年度の説明会で監視･管理体制の強化を図る一環として水位
計等の設置を推進。今後、理解を得られた箇所から設置し事前放流等を促進していく。

ため池水位計設置予定箇所

備中地池

■農地保全対策の概要

水田の貯留機能を保全するため、

日本型直接支払制度､基盤整備事業を活用し

荒廃農地の発生を防止する。

チラシの作成配付
･特徴やメリットを啓発

意見交換会の実施
･農業者に意見徴収

亀越池

丸亀市

まんのう町

坂出市

多度津町

善通寺市
綾川町

琴平町

宇多津町

池名 貯水量 流域面積 満水面積

亀越池 958 千㎥ 2.6 ㎢ 0.06 ㎢

備中地池 321 千㎥ 1.8 ㎢ 0.02 ㎢

超音波式

水圧式

田んぼダムの取組みに向けた環境整備

ため池水位計タイプ

■ため池管理の周知啓発の概要

香川県ため池保全管理協議会等により、

適正な保全管理､計画的な防災工事を図ると

ともに、監視･管理体制の強化を啓発する。

田んぼダム実証実験

体制強化のため、水位計やカメラを設置

事前放流に向けた環境整備

さらなる水田貯留機能の強化

実証実験の実施
･調整用堰板形状の検証

田んぼダムの試行
･同意箇所でモデル的に開始



【香川県みどり整備課】治山施設の整備

栗ヶ窪地区、三野谷地区の対策を推進する予定。
栗ヶ窪地区については令和7年度、三野谷地区については令和7年度の対策完了を目標に、計画を検討中。

栗ヶ窪地区：予定

〇森林の有する土砂流出防止や水源かん養機能等の公
益的機能の適切な発揮に向け、森林整備を実施する。

〇土石流や山崩れ、落石といった様々な山地災害によっ
て被災した森林の復旧工事を行い、更なる被害の拡大
を防止する。

〇災害の発生するおそれのある地区では、治山ダム等の
治山施設を設置するなど、防災・減災、国土強靭化に向
けて取組む。

＜森林整備による公益的機能の向上＞

＜治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制＞

荒廃森林 間伐後の森林

流木捕捉式治山ダム 治山ダムが山腹崩壊と土砂流出を軽減

栗ヶ窪地区 三野谷地区

三野谷地区：予定
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土器川流域治水プロジェクト
～『讃岐うどん』と『田園文化都市』を守る治水対策～

構成員 ＜令和３年度に提示した流域治水対策＞

林野庁
香川森林
管理事務所

森林整備
センター

・堤防整備（橋梁架替含む）、河道掘削、侵食対策、土器川潮止堰更新
・雨水貯留施設整備【下水】
・下水道事業の推進【下水】
・雨水排水施設整備【下水】
・各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への助成【都市】
・小河川の河川整備（河道掘削等）
・治山施設の整備
・森林の整備・保全【林野】
・砂防施設の整備等
・農地・ため池の保全・活用
・既存の霞堤の保全
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク」構築・推進
・「多機関連携型タイムライン」の作成と訓練の実施
・広域避難の近隣市町連携
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・国・県・市町など関係機関が連携した総合水防訓練の実施
・国・県・市町など土器川水防連絡協議会の開催
・洪水予測等のプッシュ型情報提供
・水害リスクラインを活用した情報提供

＜令和４年度に取り組んだ流域治水対策＞
・森林の整備・保全【林野】

※赤字の対策を実施

令和4年12月時点
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【林野庁 香川森林管理事務所】森林の整備・保全

令和４年度実施箇所及びR５年度計画箇所について
香川森林管理事務所の令和４年度治山工事については、１件発注を終え現在完成１件となっています。また、
今年度の補正予算で１件発注予定となっています。
土器川流域での令和５年度の治山工事は予定していません。
保安林整備事業は１箇所計画し、本数調整伐Aを予定しています。
なお、今後上局と調整する必要があるため計画箇所等の変更も考えられます。

工事
番号

工事名称 工事場所 工事概要
実行
区分

備考

１
滝山(54)復旧治山
工事（翌債）

滝山国有林54林班
（仲多度郡まんのう町）

大型ふとんかご工 ２基 5.8t
NO1 L=11.0m H=4.0m V=2.8t
NO2 L=11.5m H=4.0m V=3.0t

完成
令和３年度
補正

２
新古(52)復旧治山
工事（翌債）

新古国有林52林班
（仲多度郡 まんのう町）

鋼製組立網床固工 １基 8.5t
L=27.0m H=5.0m V=8.5t

発注
予定

令和４年度
第２次補正

工事
番号

工事名称 工事場所 工事概要
実行
区分

備考

１
造林・保安林整
備事業（柞野古
林60林班）

柞野古林国有林60林班
（仲多度郡まんのう町）

本数調整伐A 5.74ha 計画
は１，は４，
は５，は６
小班

令和４年度実施箇所

令和５年度計画予定箇所
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【林野庁 香川森林管理事務所】森林の整備・保全

滝山(54)復旧治山工事 位置図

新古(52)復旧治山工事
位置図

造林・保安林整備事業
（柞野古林60林班）

位置図
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◯水源林造成事業は、水源の涵養上重要な奥地水源地域の民有保安林のうち、土地所有者の自助努力等によって適正な森林整備が見込めない箇所
において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

水源林造成事業の流れ

対象地 植栽 間伐除伐 成林

Ⅱ これまでの事業実績（過去５年間の実績）

H30 R1 R2 R3 R4 計

水 源林 造成 事業 4 － 21 7 15 47 

※森林整備面積単位：ha

【森林整備センター】森林の整備・保全

◯土器川流域における水源林造成事業地は、３カ所（森林面積約６０ha）
であり、流域治水に資する徐間伐等の森林整備を計画的に実施していき
ます。
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